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FIT2015（第14回情報科学フォーラム）が，平成27年9月15日（火）から17日（木）ま
で，愛媛大学城北キャンパスにおいて開催されました．

FIT（Forum on Information Technology）は，電子情報通信学会情報・システムソサ
イエティ（ISS）及びヒューマンコミュニケーショングループ（HCG）と情報処理学会
（IPSJ）との合同で開催されるフォーラムで，従来の大会の形式にとらわれずに新し
い発表形式を導入し，タイムリーな情報発信，活気ある議論・討論，多彩な企画，他
分野研究者との交流などの実現を目標としています．

今年で14回目となるFIT2015は，講演論文集掲載数565件，イベント企画数15件となり，
多くの発表者，参力者が集う会となりました．各セッション及びイベント会場では，
活発な議論がなされていました．

FIT学術賞表彰式においては，FIT2014ヤングリサーチャー賞7編，FIT2015論文賞2編，
FIT2015船井ベストペーパ賞3編，FIT2015船井業績賞の表彰が行われ，引き続き，
FIT2015船井業績賞を受賞されたスタンフォード大/NVIDIA社のWilliam James Dally
教授により「Efficiency and Programmability: The Challenges of Future 
Computing」というタイトルの受賞記念講演があり，貴重なお話を伺うことができま
した．

また，2013年度から開始された，一般発表のセッション毎に座長の裁量で優秀な発表
を1件その場で選ぶFIT奨励賞について，一般セッションから45名の方が受賞されまし
た．

会期中には，ビッグデータや教育・学習，災害コミュニケーションなど，近年注目を
集めるテーマを扱った企画の他に，地方における人材育成や日本の研究力の向上，研
究会若手を中心としたプレゼンなど，将来の研究者育成に向けた取り組みについて議
論が行われました．さらに，「第6回 相磯秀夫杯 デザインコンテスト」の予選と本
選が開催され，先端の研究開発の成果をコンテスト形式でアピールする場が設けられ
ました．
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HCGシンポジウム2015開催のご案内　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HCG企画幹事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川原靖弘（放送大）
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毎年12月の恒例となりました，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングル
ープ(HCG)が主催するHCGシンポジウム2015の開催のご案内です．

    会場：             富山国際会議場　（http://www.ticc.co.jp/）
    会期：             2015年12月16日(水)～12月18日(金)
    事前参加〆切： 2015年11月30日(月)
    副題：             伸縮自在のコミュニケーション

最新情報に着きましては，下記をご覧下さい.
http://2015.hcg-symposium.org/

今年度は，118件(口頭発表98件，インタラクティブ発表のみ20件）の発表申込があり
ました .
昨年に引き続き，今年もすべての口頭発表者がインタラクティブ発表でも同一内容を
発表できますので，時間を気にすることなく活発な議論を行うことができます．
また，学生の皆様のご発表や萌芽的研究のご発表が多く見られることも本シンポジウ
ムの特徴です．
これからの時代の新しい流れを生み出す場となるよう，運営委員一同準備を進めてお
ります.ぜひご参加ください．

本シンポジウムでは，一般セッションに加え，企画セッション4件，オーガナイズド
セッション(OS)5件，招待講演2件を予定しております .
いずれも活発な議論が交わされることを期待しております

    OS I  : 「G空間×ソーシャル・サイバー・フィジカル」
             12月16日(水) 12:40～14:20, 14:30～16:10
    OS II : 「旅と場所」
             12月18日(金) 9:10～10:50, 11:00～12:40
    OS III: 「ソーシャル・イメージング」
             12月17日(木) 8:40～10:00, 10:10～11:30, 12:45～13:45
    OS IV : 「コミック工学」
             12月16日(水) 9:45～11:25, 12:40～14:20, 14:30～16:10
    OS V  : 「雰囲気工学」
             12月18日(金) 9:10～10:50, 11:00～12:40

    特別企画 「街とコミュニケーション」

      招待講演 I :「公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり」
　                  中村 雅也 氏（富山市都市整備部都市政策課長）
                    12月17日(木) 14:00～14:45
      招待講演 II:「人はなぜコミュニケーションするのか？－改めていま考えているこ
と－」
                    原島 博 氏（東京大学名誉教授）
                    12月17日(木) 14:45～15:30
      パネル討論
                    12月17日(木) 15:30～16:00

シンポジウムでの活発な研究議論とともに，同会場３Fホワイエにて開催される懇親
会・表彰式にもぜひご参加ください.

HCGシンポジウムが新しいことを生み出す場となりますことを願っております. 様々
な分野から多くの方にお集まりいただきご発表・ご議論いただくとともに，シンポジ
ウムを存分に楽しんでいただきたいと考えております.
皆様，奮ってご参加ください.
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2016年総合大会投稿のご案内　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画幹事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新井田統（KDDI研究所）
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電子情報通信学会では，例年春と秋に大会を開催しており，春にはヒューマンコミュ
ニケーショングループ（HCG）を含む4ソサイエティ1グループが一堂に会して総合大
会を開催いたします．2016年の総合大会は九州大学（福岡市）において開催されます
のでご案内申し上げます．

　　会　期：2016年3月15日（火）～18日（金）
　　会　場：九州大学　伊都キャンパス　（福岡市）
　　懇親会： 3月16日夜 キャンパス内学食で行う予定

　　講演申込開始：11月 6日（金）
　　講演申込締切： 1月 6日（水）
　　聴講申込開始： 1月 7日（木）予定
　　聴講申込締切： 2月 9日（火）予定

最新の情報は下記のURLをご参照ください．
　　http://www.ieice-taikai.jp/jpn/

総合大会並びにソサイエティ大会では，優秀な論文を発表した方の中から学術奨励賞
を選定しております．学術奨励賞は電子工学および情報通信に関する学問技術の奨励
のために有為と認められる新進の科学者または技術者に贈呈するものです．平成26年
度学術奨励賞授賞式は2015年総合大会で行われました．

また，例年総合大会では多数の企画セッションが開催されます．2016年総合大会にお
いても73件の企画セッションおよび公募シンポジウムセッションが提案され，開催に
向けて準備が進められています．HCG関係では，下記の企画セッションが予定されて
おります．

　　・教育の改革に向けて
　　　　オーガナイザ：小粥締夫（日本経済大学），安浦寛人（九州大学）

皆様のご講演申込み，ご参加を心よりお待ち申し上げます．
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研究会活動紹介（WIT研究会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WIT研究専門委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　布川清彦（東京国際大）
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「福祉」という言葉を国語辞書で引いてみると，「幸福。特に，社会の構成員に等し
くもたらされるべき幸福。」と定義されています．つまり，すべての人がハッピーで
あることになります．福祉を対象領域とする福祉情報工学研究会（WIT：Well-being 
Information Technology）は，情報・通信関連の諸課題に対応する工学技術をはじめ，
認知科学・言語処理・ヒューマンインタフェースなどの人間科学を含む諸領域におけ
る研究を生かして，すべての人のハッピー作りのお手伝いを目指しています．何がハ
ッピーな状態なのかについては，様々な考えや価値観があると思います．しかし，日
常生活が基盤になることは間違いないため，日常生活で困難に出会うことが多い，障
害のある人，高齢者，子どもたちが支援対象になることはもちろんです．しかし，そ
れらの人だけではなく，健康維持や教育，労働，エンターテインメントなどの日常生
活領域も範囲として，非常に多様な基礎研究と応用研究が研究会を通して発表，議論
されてきています．当然ながら，WITだけではカバーできない福祉領域や隣接・関連
領域も多いことから関連学会・研究会との交流も積極的に行い，協力しつつ切磋琢磨
し，新しい発見やアイディアを見つけようとしています．研究会は，1年に5～6回の
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ペースで開催し，多くの地域の人たちが参加できるように全国各地（今年度は，新潟
・長野・下関・東京（お台場）・つくば）を巡ってきています．お台場とつくばでの
発表件数は年々増えてきています．お台場では2013年度（共催；第感覚代行シンポジ
ウムとHI学会研究会，併催；産総研ジェロンテクノロジー研究フォーラム）が7件で
したが，2014年（共催IEEE EMBS Japan Chapter）は19件，2015年（連催；HI-SIGACI，
共催IEEE EMBS Japan Chapter）には32件（予定）となりました．つくばでは，2013年
が27件，2014年が37件です．年間の発表件数も，毎年100件を超すようになりました．
また，研究者だけではなく，当事者，支援者といった方たちにも積極的に参加してい
ただくことで，研究についての議論を深める努力をしています．そのため，研究会の
発表募集や開催案内では，「誰でも参加できる学会を目指して，大会・研究会におけ
る，障害のある人への情報保障方法を確立する」ことを目標として，研究会における
視覚障害者向けの点字・テキスト資料の配布や聴覚障害者向けの手話通訳・要約筆記
などを実施することを明記し，希望がある場合には対応してきています．優秀な発表
に対する「ヒューマンコミュニケーション賞」のWIT選考方法の改善にも取り組み，
発表内容は当然のこと，アクセシビリティガイドラインを評価軸に含めた採点基準を
新規に定め，昨年度から運用を開始しました．この取り組みをさらに発展させ，発表
していただいた研究者の皆さんに対して，内容とアクセシビリティについてより良い
フィードバックができるようにしていきたいと考えています．
先輩たちが作ってきた自由な議論とアクセシブルな環境づくりを継承しながら，これ
まで以上に活発な研究会運営を今後も幹事団一同で心がけ，ハッピーの芽がひとつで
も多く育つ場としてWITを発展させたいと考えています．福祉・健康・コミュニケー
ション・社会参加など，生き甲斐のある生活を支える技術の研究開発に関心のある
HCGメンバの方々による参加・発表をお待ちしております．
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【研究会，こんなことやってます！】

本年度のニューズレターではHCG内の研究会で行われているユニークな取り組みを一
つずつ取り上げて簡単に紹介しています．第二回は，ヴァーバル・ノンヴァーバル・
コミュニケーション研究会（VNV）の年次大会を紹介します．

VNV研究会は第3種研究会で，定例の研究会はクローズドで開催するのが原則のため，
活動を広く知らせる目的で，定例研究会とは別に，年1回年次大会を開催しています．
年次大会は開催案内を関連分野に広く告知しています．また，毎年多様なテーマ設定
と招待講演を含む魅力的なプログラムとなっていて好評を博しています．この機会に
VNV研究会に参加してみてください．
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ヒューマンコミュニケーショングループ研究会・関連行事について，
詳しくはHCG ホームページhttp://www.hcg-ieice.org/をご覧ください．
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